4．Where do you want to go?
～ビンゴゲーム～

目標：国名と”I want to go to~”という表現を用いて、行きたい国を友達に伝えたり、行きたい国名を書いたりすることができる。
対象：小学5年生
[bookmark: _GoBack]時間：15分
言語材料：<語彙>America, Australia, Brazil, China, Egypt, Greece, India, Japan, Spain,    
                France, Norway（国名は変更可）
 <表現>”Do you want to go to~?” “Yes, I do.” “No, I don’t.”
準備：教師用絵カード掲示用(国旗と国名が英語で書かれているもの)、
      ビンゴシート（人数分）

このタスクの進め方
〇Pre-task　
1. 教師が子どもたちに質問しながら国名を確認する。
例：T;  Where do you want to go?
    S1; I want to go to Spain.
          S2; I want to go to America.
2. 国名の確認を行う。

○Task
  1.  ビンゴシートを児童に1枚ずつ配布する。
　2.  ビンゴシートの中から自分が行きたい国を9つ選び、その国名を英語でビンゴシートに記入する。
　3.  教室内を歩き出会った児童同士でじゃんけんをする。
　4.  勝った児童が自分のビンゴシートに書いてある国から1つ選び、“I want to go to~.” ”Do you want to go to~?”と負けた児童に質問する。
　5.  負けた児童は自分のビンゴシートに質問された国があれば”Yes, I do.”、無ければ”No, I don’t.”と答える。
　6.  答えが”Yes, I do.”の場合、質問した児童は自分のビンゴシートにあるその国を〇で囲む。
　7.  答えが”No, I don’t.”の場合、質問した児童は何もしない。
この場合、もう一度だけ別の国で質問することができる。
　8.  以上の活動が終わったら交代し、じゃんけんに負けた児童が質問する。
　9.  時間内にできるだけ多くのビンゴができた児童の勝ち。

ワンポイント・アドバイス
・ビンゴシートへ記入の際、写して国名を書いてみることが目的であることに留意する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Genta Matsumura
